












































導団体である下伊那郡国民精神作興会から猶興社、愛勤党南信支部、郷軍同志会へと至る過程を検討し、これを「右翼運動」が「ファシズム運動」へと変化したものと捉えて、その源流には 結成を主導した森本州平や中原ら 勤王思想が存在するという見方 提起 。つまり、勤王思想をもち、 かつ帝国在郷軍人会（以下、 在郷軍人会と略記する）の役員でもある彼ら よって主導されたことから、陸軍の結びつきが生まれ、 「ファシズム運 」へと変容しただと結論づけたのである。






翼運動」が「ファシズム運動」に変容したものという立場から、 「中原謹司手帳」や「森本州平日記」といった新たな史料を用いて考察を行った。その結果、須崎氏は一連の過程を「地域右翼・ファッショ運動」と名付け、地域に根ざして「右翼・ファッショ化」を図ろうとした運動が、陸軍との結びつきの中で 軍ファシズム へと変容していったとする自説を提起した。その中で付随的ではあるが、森本や中原ら運動の中心にい 人物が「ファッ ョ化 ていく過程を描き出 ている。　
このように、佐々木、須崎両氏の成果により愛勤党南信
































の地方名望家中原治部右衛門の次男として生まれた。飯田中学校を卒業後、早稲田大学に入学して一九一二年に坪内逍遙の主宰する文芸協会演劇研究所に入所した。俳優を目指したが親の反対を受けて断念し、一九一三年に文科哲学科を修業して帰郷した。同年一年志願兵として歩兵第六〇連隊に入営、一九一五年に再訓練を受けて歩 少尉（のち中尉）に任官した。この年 信濃時事新聞社に入社、一九二 年に南信電気株式会社支配人、一九二八年には信濃時事新聞社主筆となった。この間、地域青 の思想善導を目指した下伊那郡国民精神作興 に参加し そ 後




































































































































名望家層が樋口を忌避して厳しい選挙戦 った。こ らに加えて、政友派が県会議長を務めた重鎮の平野桑四郎を候補者として擁立したことから形勢は更に悪化した。 だ、









































に作 との関わりを持ったのは軍教反対運動 起こってからである。では、なぜ中原は作興会との関わ を強めたのだろうか。その答えとしては、新た 設立されようとしている連青を介して、青年団に対する樋口派 影響力を残そうとしたことが考えられる。前述し よう 既に第一五回衆議院議員選挙において青年団 の統一的支持 失っていた樋口派は、再び青年団の支持回復を図る必要があった。その点において、新たに結成が企図され いる 青 、それが実現すれば、再び青年団 らの統一的な支持回復を図る好機ともなり得るのであった。それに加えて、作興会は地方名望家層を横断的に包含しており、要するに 中原の同会参加は前述した樋口派の課題への対応であったと言







































































































































座光寺の愛勤党参加により、広く青年層の愛勤党参加を生むことになった。この青年層の結集は中原にとって 思わぬ「副産物」を生むことにな 。すな ち、 中谷武世（




















































































































































者離れに悩まされていたかが窺え 。結局、他の候補者が一万票以上の得票を得る中で、三一二六票しか獲得できず、最下位で落選となったのである（ の総選挙における得票数推移及び郡別の得票率については後掲図１・図２参照） 。　
この総選挙は当初の期待に反する結果となったが、一方
で中原の中央政界進出には愛勤党南信支部とは別の組織、つまりより一層地域的支持をまとめる選挙母体が必要であることを認識させた 青年層だけの支持 中央政界進出には不十分 あったため、在郷軍人というより広い選挙地盤に着目し、これを得ようとしたのである。こうして中原は在郷軍人の政治的組織化を目指すことになっ である。












































人会内に政民いずれ 支持し い「第三派」の勢力が出現したことは、在郷将校の 治的影響力拡大を促したのである。つまり、郷 同志会 この「第三派」勢力の中堅 物を取り込むことで、在郷軍人会内 在郷将校の政治的影響力の拡大をも図ることができたのである。　
ただ、在郷将校たちは在郷軍人の政治的組織化を構想し







































































































































































































が政治姿勢として標榜していた「右翼」的な革新の姿勢が逆に中原の 「大成」 を危うくすると述べている。その上で 「軍人に重点をおくか、一般青壮年とム
［無］
産党大衆に重点をおく

















をおくか」と求めたのは、重点をいずれか一方に置くべきだということだったのである。しかし、中原にとってこの両者は両立しうる のであった。なぜならば、前述したように中原の考える社会ダーウィン主義のもとでは国家は常に進歩・発展するものであ て、そうした理念の下に政策を捉えていたからである。他方、中原が愛勤党南信支部創設以来掲げた半ば神がかり的な政治姿勢は、実際に生活の向上を求める人々からは支持されづらい っ 。今村が「中谷イズムや三方系統」と批判したものがまさ くこれであった。こうし 抽象的な政治姿勢と政策は、社会大衆党の掲げる政策に対抗し得るも ではな ったのであ
る。　
こうした今村らの意見が杞憂でなかったことは、翌




















謀として政界との関わりを持ち、政界進出を図ろうと選挙基盤の強化に努めた。この中で中原が選挙母体として選んだのが、愛勤党南信支部や郷軍同志会などといった「右翼」系団体であった。中原は らの団体を足場にして県会、そして中央政界へ 進出を果 し、自身の大成を図ろうとした。しかし、 愛勤党南信支部は県会への足がかりとはなったものの、青壮年 みを基盤としていたために選挙母体としては脆弱であり、在郷軍人を組織 た 言われる郷軍同志会もその抽象的な政策と 治姿勢ゆえに脆弱な選挙母体であった。 ため 中原は第一九回衆議院議員選挙で初当選を飾 が、そ 当選は「僥倖」と見られ しまっのである。これは、同じ「革新」を標榜する 力でも現実的な政策を示していた社会大衆党が強い人気 誇ったことを裏付けてい とも言えるだろう。　
また、中原の人物像について言えば、彼は現実主義的な
人物であり、また社会ダーウィン主義者でもあった。つまり、中原の政治姿勢は常に社会ダーウィン主義の「前へ」が前提となってお その上 現実主義的な政治行動があった。こうした姿勢が青壮年の人気を集め 「下伊那民
政派のホープ」へと成長したゆえんであったとも言えるだろう。ただ、中原の「前へ」という姿勢は同時に「親軍」という姿勢をも帯びていた。中原は 「好戦論者」 ではなかったが、 「不戦論者」でもなかったのである。　
本稿は、中原謹司の中央政界における職業政治家として
の姿とその選挙母体について、従来取り上げられてこなかった視点から明らか した。ただ、 中原が積極的に関わった一九三八年の「近衛新党」運動以降の活動について 、紙幅の関係上、触れることができなかっ 。これについては別稿を期したい。







（ ○ 降旗元太郎 （,（（（ 同志
○ 小坂順造 （,（（（ 政友
○ 樋口秀雄 （,（0（ 同志
○ 矢島浦太郎 （,（（（ 同志
○ 小川平吉 （,0（0 政友
○ 翠川鉄三 （,0（（ 政友
○ 玉井権右衛門 （,0（（ 政友
○ 岡郎次郎 （,（（0 中正









（ ○ 小川平吉 （,（（（ 政友
○ 南沢宇忠治 （,（（（ 政友
○ 小田切磐太郎 （,（（0 政友
○ 百瀬清治 （,（（（ 政友
○ 降旗元太郎 （,（（（ 憲政
○ 工藤善助 （,（（（ 政友
○ 岡部次郎 （,（（（ 憲政
○ 植原悦二郎 （,（（（ 国民















（ ○ 樋口秀雄 （（,（（（ 民政
○ 小川平吉 （（,（（（ 政友
○ 伊原五郎兵衛 （（,0（（ 政友






（ ○ 戸田由美 （（,（（（ 民政
○ 北原阿智之助 （（,（（（ 民政
○ 林七六 （（,（（（ 政友






（ ○ 小川平吉 （（,（（（ 政友
○ 平野桑四郎 （（,（0（ 政友
○ 有馬浅雄 （（,（（（ 政友






（ ○ 宮澤胤勇 （（,（（（ 民政
○ 木下信 （（,（（（ 民政
○ 北原阿智之助 （（,（（（ 民政








（ ○ 宮澤胤勇 （（,（（（ 民政
○ 北原阿智之助 （（,（（（ 民政
○ 中原謹司 （（,（（（ 時協






（ ○ 木下信 （（,（（0 推薦（旧民政）
○ 小平権一 （0,（（（ 推薦（中立）
○ 吉川亮夫 （（,（（（ 推薦（旧民政）









（） 第 （（ 回総選挙においては、翼賛政治体制協議会からの推薦、
 非推薦に加えて、旧所属党派も併記した。










































ロフィルム版］ 』 。以下、 『信毎』と略記する。
（
（）  



















































































































（（）  「森本州平日記」によれば、樋口派は「平野は県議長として名議長樋口は 会議員として適任」という宣伝を行い、政友派幹部の一人である森本も「樋口派の宣伝巧妙なり」と記し いる（前掲註（
（（）「史料紹介─森本州平日記（抄）



































































































































































































（（）  「森本州平宛選挙御礼」 （早稲田大学中央図書館所蔵「森本州平・中原謹司文書」Ｍ一五四─五） 。以下、早稲田大学中央図書館所蔵「森本州平・中原謹司文書」は「早稲田文書」と略記し、請求番号を付記する。
（
（（）  『信毎』一九三二年一月三一日付、五面及び『信濃時事』一九三二年一月三一日付、二面。































































年に陸軍士官学校を卒業（陸士一九期） 。一九一四年青島守備軍、一九二〇年久留米連隊区副官、一九二四年少佐任官一九二六年茂山守備隊長、一九二九年麻布連隊区司令部付、一九三一年松本連隊区司令部付、一九三三年水戸連隊留守隊長、一九三五 沖縄連隊区司令官 七 歩兵第八連隊長を歴任し、一九三八年に予備役編入。一九四 年岡山連隊区司令官となり 四 の終戦まで 任にあっ




























支部情報資料」 （ 「中原文書」一五二〇） 。尚、この
















の組織は軍部当面の急務中の急務なり」と述べている（秦郁彦『軍ファシズム運動史』 〈河出書房新社、一九七七年〉 、三五六頁） 。ただ、それ以後も在郷軍人を背景とする政治団体を統制する方針 定められず、一九三六年一二月になり「在郷軍人を主体とする政治的色彩ある団体及右翼団体に対する憲兵の取締方針に関する件」としてようやく方針が定められ に至った。尚、この方針において在郷軍人を背景とする政治団体に対して「現役軍人、軍隊に働きかけざること」 、 「在郷軍人会の統制を紊し、若は会 名目を僭称し、又は濫用せざること」 、 「軍の方針より逸脱せざること」 、 「合法的なるこ 」という四点を求めることになった（アジア歴史資料センター『陸軍省大日記甲輯
　
昭和一一年』第四










学校高等科を卒業後、飯田中学校に進んだ。小学校助教を経て一九一〇年に第一四師団騎兵第二六連隊に一年志願兵とし 入隊。その後、少尉に任官（のち中尉に進む） 。一九一五年、伊賀良村収入役を経て、一九 一年 村会議員に当選 た。在郷軍人会下伊那郡連合分会長を務めて


































































昭和一二年五～八月」 （ 「中原文書」三〇九七） 。







昭和一二年一～四月」 （ 「中原文書」三〇九六） 。
［付記］本稿は、二〇一二年一月に法政大学文学部史学科に提出し
た卒業論文の一部を修正・加筆したものである。
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